
3弥 生人の くらし

(1)大 環濠集落

原の辻遺跡の位置(壱岐市)

壱岐市芦辺町と石田町にまたがる深江田原 という平野に,原 の辻

遺跡がある。

この遺跡 は大正時代から発掘調査 がおこなわれ,金 属器や石器,

土器,骨 角器など数々の貴重な遺物が出土 している。

1993(平 成5)年 に始まった本格的な発掘により,吉 野ケ里遺跡

(佐賀県)を こえ るほ どの大 きな環濠が発見 され,全 国的に知 られ

るようにな った。

原の辻遺跡は,南 北750m,東 西350mの 楕円形の台地を囲むよ

うに三重の濠をめぐらした弥生時代前期末から後期(2100～1700

年前ごろ)に かけての環濠集落であることがわかった。

原の辻遺跡は,「魏志」倭人伝に書かれた一支国の中心(王 都)と 考

え られ,「魏志」倭人伝に登場する30余 りの国々のなかで,名 前が

は っきりした国が初めて姿を現 したのである。

(2)原 の辻 の 弥生 人 の くら し

「魏志」倭人伝 には,一 支国について次のような意味のことが書か

れている。「役人を卑狗や卑奴母離 という。広さは3百里平 方ばかり

ある。竹や樹木の林が多く,3千 ばかりの家がある。やや耕地もあっ

て,田 を耕すが,そ れでも食料 が足らないので,こ こでもまた南北

に交易を している。」一支国の3千 戸は,同 じく 「魏志」倭人伝に書

かれている対馬国の千戸よ りもはるかに多く,末 盧国の4千 戸に近

い多さであ り,一 支国の繁栄が想像できる。



原の辻の弥

生人はどのよ

うなくらしを

していたのだ

ろう。

原の辻遺跡

には大 きな環

濠 があ るが,

これは敵を防

ぐためばかり 内濠の調査風景

でな く,水 をたたえて農業用水 としても活用 していたと考えられて

いる。また,高 床倉 庫の跡 も確認 されているが,こ こには穀 物 を

蓄えていたものと思われる。濠からは,稲 作に使われたと思われる

鍬,鎌， 斧,石 包丁などが出土 している。

このように,原 の辻の弥生人は非常に高い技術も持 っていたよう

である。

10万 点以上 におよぶ出土品の中には,中 国や朝鮮半島から持ち

込まれた土器,青 銅器,鉄 器や装飾品が目立っている。

中国の貨幣も発見され,壱 岐がこの時代から大陸と交易 していた

ことがわかる。

弥生時代は,戦 いをとお して国がまとまっていく時代であった。

原の辻からは,日 本最古の身を守るための木製の盾が出土 している。

また,戦 いのために使われたと思われる矢 じり(銅鏃)や 鎧 も出土

している。

1996(平 成8)年 には,大 陸との交

易の拠点である国内最古の船着き場跡

が発見 され,当 時の土木技術が高いこ

ともわかった。2000(平 成12)年11月

には国の特別史跡 に指定 され,最 近

の環濠 内の調査では,中 国系や韓国

系土器 と共 に山陰地方や近畿地方,

肥後地方の土器な ど広域 にわたる土

器が含まれることがわかってきており,

「一 支国」の人々の活発な海上活動の

軌跡を物語 っている。 出土した人面石



たくさん出土した銅鏃

「原 の辻 遺 跡 は ど こにあ る?」

原の辻遺跡 がある壱岐は,九 州と朝鮮半島の間にあ り,対 馬とと

もに古 くから中国大陸や朝鮮半島と本土を結 ぶ拠点 として重要な役

割を果た してきた。

福 岡県博 多か ら船で約2時 間半,高 速船で約1時 間,佐 賀県唐津

市からは船で約1時 間半の距離である。

島の地形は,全 体的に平坦である。標高約213mの 岳ノ辻が島内

の最高峰で,島 の東南部 には 「深江田原」とよばれ る長崎県第二の

平野があ り,原 の辻遺跡はこの平野の中にある。

遺跡の中央部 には低い丘があ り,北 側 には島内最大の幡鉾川が東

西に流れ,1.5km離 れた内海に注いでいる。

「原 の辻 遺 跡 の履 歴 」

原の辻遺跡は旧石器時代から中世 までの遺跡で,主 体となるのは

弥生時代 であ る。今 から約2300年 前 にこの地 に住 みは じめ,約

2200年 前には多重の環濠をもつ大集落として整備され,約1600年

前の古墳時代前半まで存続 していたようである。

中国の歴史書 「魏志」倭人伝

には3世 紀の壱岐の ことが 「一

大国」(一支国の誤記)と して登

場 している。

北部九州と大陸をつなぐ壱岐の位置 原の辻遺跡の全体のようす



弥生時代の主な遺跡分布

(3)弥 生 時代 の長 崎 県

県内では,こ のほか注 目すべき遺跡 として,平 戸市田平町の里田

原遺跡 がある。里 田原は原の辻よりやや古 く,縄 文時代晩期から弥

生時代中期 にかけての遺跡 である。ここでは,早 くから稲作が本格

的におこなわれていたことがわかっている。里 田原弥生人は,木 工

技術にたいへんすぐれ,多 くの木製農具を作 った。

海 と山の多い長崎県では,弥 生時代に農耕がおこなわれたのは,

里 田原や原の辻など一部に限 られ,他 の多くの所では,交 易や漁に

よってくらしを支えていたようである。

五島市岐宿町の寄神貝塚,西 海市西海町の天久保貝塚,長 崎市の

深堀遺跡な どをみ ると,弥 生時代にな っても漁 がくら しの中心で,

農耕はおこなわれていなかったようである。

4古 墳の時代

(1)鬼 の窟

壱岐には 「松尾鬼の岩屋」とか 「鋸鬼屋」「鬼の窟」と呼ばれ るも

のがある。これ らは,た たみ1枚 ほどの広さで,厚 さが1mも ある大

きな石を積み重ねて横穴式石室を造 り,そ の上 に土を盛 り上げた円

墳である。

このような古墳 は,豪 族な どの身分の高い人がほうむ られた墓

で,壱 岐の中央部を中心に250基 余 りも見つかっている。県全体で



鬼の窟古墳

500基 余 りの古墳があるといわれてお り,壱 岐にいかに多くの古墳

があるかがわかる。一般に古墳が造られ るのは,3世 紀から7世 紀で

あるが,壱 岐では,ほ とんどが6世 紀から7世 紀前半にかけて造 ら

れている。この時代,壱 岐には身分の高い豪族が多 くいたことが考

えられる。

(2)古 墳 時代 の壱 岐

壱岐に古墳 が多く造られた6,7世 紀は,わ が国と朝鮮半島の往来

が盛んな時代であ った。大和政権が朝鮮半島の百済と手を結んで兵

を送 ったのもこの時代である。このころ朝鮮からは,仏 教がもたら

されたり,農 業技術が伝えられたりしている。

壱岐は,大 陸 との中間に位置することから,兵 士や使節あるいは

渡来人が行き来するときの重要な中継点にな っていた。大化の改新

以前 大和政権 は,国 造や県主 という地方官をおいた。国造とな る

ほどの有力な豪族には,直 の姓が与えられた。壱岐でも 「壱岐直」と

された豪族 がいたことが知られている。この壱岐直の屋敷が島の中

央部 にあ って,そ の跡 が後に国分寺(島 分寺)に な ったといわれて

いる。現在,国 分寺跡のす ぐ近 くにある鬼の窟古墳は,こ の壱岐直

の墓であろうともいわれているが,そ れを証明するものは何も残 さ

れてはいない。

(3)古 墳 時代 の長 崎 県

大村湾に面 している東彼杵郡東彼杵町の彼杵の古墳(ひ さご塚古

墳)は,前 方後円墳で全長58.8m,高 さ6,3mで,県 内でも大きな古



古墳時代の主な遺跡分布

墳である。そのほか大村湾沿岸部には,大 村市の玖島崎古墳群,西

彼杵郡時津町の前島古墳群がある。

有明海沿岸部には,諫 早市小長井町の長戸鬼塚古墳,雲 仙市国見

町の高下古墳,橘 湾沿岸部には長崎市の曲崎古墳群などがある。

そのほか,古 墳は対馬市,平 戸市度島,北 松浦郡小値賀町にもあ

る。

縄文人の くらしを体験 しよう

レベル1 火 をお こ して み よ う。

レベル 2 土 器 を作 って み よ う。

レベル 3 竪穴住居 を作 ってみ よ う。

レベル 4 当時 の料理 を作 ってみ よ う。

火をお こす場合は,先 生の指示 に

従 ってお こな うことが大切 です。
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